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2 1549 年 8 月イエズス会宣教師であったサビエル(1506-1552)の鹿児島到着から始まる。彼










































































1619 年 京都でキリスト教徒 50 人余りを火刑










허남린, 일본근세초기에キリスト教政策と寺請制度の成立 『日本歴史研究』第 11 集 ( 「」




















8 ホ・ナムリン、同上。1660 年代を通じて寺請制度が全国的に拡散定着され行き、1671 年
頃、幕府が提示した様式によりほとんど全国的にその記載様式が統一され、その体制が幕
末まで変わりなく続いた。

































11『同文彙考』附編 巻 25、邊禁、2 「対馬島主告禁断南蛮商船仍請釜山貿易書 。、 」






















































ならないということである。こうした立場に立って、16 世紀半ばから 17 世紀初期まで活
発に受容されたキリスト教の姿を眺めてみれば、徳川幕府が開かれてその初期から施行さ
れた強力な「反キリスト教」政策の強力な登場とは、単に衝撃にともなう対応の構造とい
うよりは、その時期幕府を整備し新しい時代の主軸になるイデオロギーが必要になり、こ
うした状況で、これを適切に利用した主体的な面を持っていたと見ることもできるかもし
れない。
ひいては、これを朝鮮にも拡大適用してみることができるのではないだろうか。例え
ば、朝鮮末期に対する理解は今までも論議が紛々している。肯定的であり主体的な解釈も、
あるいは批判的解釈も存在する。それなら、この時期をどのように理解すべきか。朝鮮後
期は本当に無能だったのか。無能な朝鮮の性理学的価値体系に対する反発で各種思想が、
例えば「西学」の如く新しい思想が、雨後の筍のようにあふれ出し、さらにはこのような
「西学」の受容に失敗したため近代化が遅くなってしまい、植民地に転落したという解釈
14 しかし、この反キリスト教的、反西洋的な能動的なシステムが以降どのように影響を及ぼ
したのか、良かったり悪かったりするような価値判断等の問題は別に考えなければならな
い問題である。
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は少し問題があるのではないだろうか。各時期はその時期なりの自己対応論理を持ってい
たはずであるので、そのような状況の理解を通してはじめて時代的流れに対する説明が可
能になるだろう。すなわち、朝鮮後期を「西学」を適時に受容せず世界史的変化の流れを
看破できなかった政府の誤りとして見るよりは、当時キリスト教思想という新しい思想を
強力に反対した能動的なシステムを持っていたとも把握できるのである。 そうでなけれ
14
ば、実は少ない数に過ぎなかったキリスト教をなぜそこまで強力に弾圧しようと努力した
のかに対する問題に対して正確に答えられなくなるのではないだろうか。
（ 同志社大学大学院神学研究科）PARK Eunyoung
